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イヌやネコなどの伴侶動物はヒトと密接に接する動物であり，わが国においても戦後の第一次ペット
ブーム以降，われわれの生活の中に深くかかわっている存在である。ヒト医療同様に，獣医療でも各種
細菌性感染症の治療に抗菌薬は使用されており，特に伴侶動物医療においては人体用のセファロスポリ
ン系やフルオロキノロン系といった抗菌薬が汎用されている。したがって，伴侶動物医療からも基質特
異性拡張型 β ―ラクタマーゼ（ESBL）産生やフルオロキノロン系抗菌薬に耐性を示す腸内細菌科細菌や
メチシリン耐性 Staphylococcus 属菌の報告がなされている。2016 年に制定された「薬剤耐性（AMR）
対策アクションプラン（2016-2020）」では，ヒトの医療だけではなく獣医療や環境といったOne Health
の視点に立ち，協働して集中的に AMR対策が取り組まれている。そこで，本稿ではわが国における伴
侶動物由来薬剤耐性菌の現状について紹介し，今後の AMR対策にどのように伴侶動物医療または伴侶
動物由来薬剤耐性菌対策が関与していくべきかを考えていきたい。
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はじめに

細菌感染症はわれわれ人類にとって世界共通の克
服すべきテーマである。特に薬剤耐性菌感染症は喫
緊の課題であり，2015年 5月には，世界保健機関
（WHO）総会で「薬剤耐性（AMR）に関するグロー
バル・アクション・プラン」が採択され，世界各国
で AMR対策に取り組んでいる。わが国でも AMR
対策が進められ，2016年に制定された「薬剤耐性
（AMR）対策アクションプラン（2016-2020）」では，
ヒトの医療だけではなく獣医療分野や環境といった
One Healthの視点に立ち，協働して集中的に取り
組まれてきた１）。
イヌやネコなどの伴侶動物は，わが国においても
戦後の第一次ペットブーム以降，われわれの生活と
深くかかわっている存在である。2020年の全国犬

猫飼育実態調査（一般社団法人ペットフード協会）
では，わが国でのイヌおよびネコの飼育頭数は 1,813
万頭（イヌで 849万頭，ネコで 964万頭）にもおよ
び，20代から高齢者にかけてどの世代でも 10～23%
の割合でイヌやネコを飼育している２）。こういった
伴侶動物もヒト同様に皮膚炎や尿路感染症，肺炎や
敗血症といった各種の細菌感染症に罹患し，市中の
小動物病院や大学附属の動物病院などにおいて抗菌
薬を用いた治療が行われている。伴侶動物医療では
承認薬が少ないことから動物用抗菌薬より人体用抗
菌薬が適応外使用されていることが多い３）。一部の
起因細菌は薬剤耐性株であり，治療に苦慮するケー
スも増えている。
わが国では，JVARM（Japanese Veterinary An-
timicrobial Resistance Monitoring System）（農林
水産省動物医薬品検査所にて 1999年度より実施）が

＊北海道札幌市北区北 18 条西 9丁目
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Fig.　1.　Antimicrobial susceptibility testing of Escherichia coli and Klebsiella spp. isolated from dogs and cats in Japan.

ABPC, ampicillin; CEZ, cefazolin; CEX, cefalexin; CTX, cefotaxime; MEPM, meropenem; CPFX, ciprofloxacin

According to the JVARM database4) 
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動物由来薬剤耐性菌（主に家畜由来細菌）の動向に
ついて全国的なモニタリングを行ってきた。一方で，
伴侶動物由来の薬剤耐性菌の動向についてはこれま
で全国的なモニタリングが行われていなかった。し
かし，アクションプランにより 2017年度から愛玩
（伴侶）動物での薬剤耐性菌のモニタリングが
JVARMに組み込まれるようになった４）。本モニタ
リングでは，対象の伴侶動物を病気あるいは健康な
イヌまたはネコとし，その尿，生殖器，皮膚または
耳から分離した，グラム陰性菌（大腸菌，Klebsiella
属菌は毎年実施し，Enterobacter 属菌，Proteus
mirabilis，緑膿菌，Acinetobacter 属菌は隔年また
は数年ごとに実施）およびグラム陽性菌（コアグラー
ゼ陽性 Staphylococcus 属菌，Enterococcus 属菌）
を対象に含む。病気の伴侶動物由来の薬剤耐性菌調
査は 2017年度から，また薬剤耐性のベースライン
を知る目的から健康な伴侶動物由来（健康診断やワ
クチン接種で訪れたイヌ・ネコの直腸スワブから分
離）の薬剤耐性菌調査が 2018年度から開始されて
いる。
JVARM以外にもわが国において大学などから伴
侶動物由来薬剤耐性菌の調査報告が複数存在する。
ヒト由来の薬剤耐性菌の報告と比較するとその数は
圧倒的に少ないものの，AMR対策を考えていくう
えで重要な情報となる。本稿では，わが国における
これまでの伴侶動物由来薬剤耐性菌の現状と今後の

AMR対策に資する知見を以下に紹介する。
I． 伴侶動物由来腸内細菌科細菌の薬剤感受性
腸内細菌科細菌はイヌやネコの腸管内常在細菌叢
を構成し，時に尿路感染症や生殖器感染症，敗血症
の原因となる。
1．大腸菌の薬剤感受性
JVARMの調査では，大腸菌のアンピシリン

（ABPC）耐性率は病気のイヌで 51.1～63.0%，病気
のネコで 60.2～65.6%であった（Fig. 1）。セファロ
スポリン系抗菌薬では，第 1世代のセファゾリン
（CEZ）およびセファレキシン（CEX）では，病気
のイヌで 30.3～47.4%，病気のネコでは，31.3～49.5%
であり，第 3世代のセフォタキシム（CTX）では，
病気のイヌで 26.1～41.6%，病気のネコでは，26.6～
40.9%の耐性率であった。CEXは伴侶動物で最も
使用される抗菌薬である３）。いずれも 2019年での耐
性率が最も低くなっている。カルバペネム系抗菌薬
であるメロペネム（MEPM）はほんど使用されて
おらず，いずれの年でも耐性株は分離されていない。
フルオロキノロン系抗菌薬であるシプロフロキサシ
ン（CPFX）では，病気のイヌで 38.8～55.2%，病
気のネコでは 37.5～50.5%の耐性率であり，セファ
ロスポリン系抗菌薬同様に 2019年が最も低値を示
している。Tsuyukiらは，伴侶動物の血液培養で検
出された細菌のうち大腸菌が 25.1%を占め，そのう
ち基質特異性拡張型 β ―ラクタマーゼ（ESBL）産
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生菌の割合は，2010～2013年では 22.7%であった
が 2014～2016年では 28.0%と増加傾向にあること
を報告している５）。
一方，健康なイヌの直腸スワブ由来大腸菌での薬
剤感受性は ABPCで 2018年では 38.8%であったが，
2019年には 23.3%の耐性率を示した（Fig. 1）。耐
性率の減少は ABPC以外にもセファロスポリン系
抗菌薬でも同様であった。また，健康なネコの直腸
スワブ由来大腸菌でも同様に 2018年に比較し 2019
年では低い耐性率であった。
われわれの過去のデータ（2005年に酪農学園大
学および北海道江別市内の 8つの動物病院から分
離）では，来院したイヌとネコの直腸スワブ由来大
腸菌の 30.0%が ABPC耐性であり，15.0%が CEZ
耐性，17.9%が CEX耐性，14.3%がフルオロキノ
ロン系抗菌薬のエンロフロキサシンに耐性であっ
た６）。本サンプリングは特定の地域のみのデータで
あるため，JVARMの全国調査と単純に比較は難し
い。また，JVARMでの健康な伴侶動物由来大腸菌
の薬剤感受性調査は開始したばかりであり，2年分
のデータをもって明らかに増加傾向にあるかどうか
不明である。われわれは健康由来伴侶動物の直腸ス
ワブから大腸菌を分離する際に，フルオロキノロン
系抗菌薬または第 3世代セファロスポリン系抗菌薬
を添加した選択培地を使用しており，当該耐性大腸
菌は選択に使用した以外の抗菌薬にも耐性を獲得し
ていることを明らかにした６）。特に，フルオロキノ
ロン系と第 3世代セファロスポリン系抗菌薬耐性に
高頻度の共耐性が伺える。伴侶動物医療においても
両抗菌薬は使用頻度が高いことから，これらフルオ
ロキノロン系または第 3世代セファロスポリン系抗
菌薬耐性大腸菌への治療の選択肢が限定されてしま
うことを示している。本現象はヒトの臨床検体から
分離される大腸菌においても同様である７）。
以上から，わが国の病気由来の伴侶動物を対象と
した大腸菌の耐性率は健康な伴侶動物の糞便由来大
腸菌と比較し非常に高いことがわかる。したがって，
AMR対策としても伴侶動物を健康に飼育し，抗菌
薬投与機会を減らす必要がある。一方でヒトの医療
上重要視されているカルバペネム系抗菌薬に耐性を
示す大腸菌が認められていないことは，伴侶動物医
療および伴侶動物からヒトへという One Healthに
基づいた耐性菌の伝播リスクを考慮しても幸いであ

ると考える。2004年から 2016年に国内の動物病院
から収集された ESBL産生大腸菌においても
MEPMに耐性を示す株は認められていない８）。
わが国のヒト医療では一部の大腸菌において
NDM型のカルバペネマーゼ遺伝子を保有している
菌株が認められている９）。また，ヒトの医療で問題
となっているフルオロキノロン耐性で高頻度に
CTX-M型の β ―ラクタマーゼを保有し，第 3世代
セファロスポリン系抗菌薬にも耐性を示す大腸菌ク
ローンである ST131が，2012年以降，伴侶動物か
らも分離されるようになってきている１０，１１）。この事
実からも AMR対策には家庭内でのヒト―伴侶動物
間の耐性菌の伝播を遮断する対策も重要になると考
える。
2．Klebsiella 属菌の薬剤感受性
病気のイヌおよびネコでの Klebsiella 属菌では，

第 1世代の CEZおよび CEXでは，イヌで 42.0～
51.4%，ネコでは，62.2～90.0%であり，第 3世代の
CTXでは，イヌで 34.6～41.7%，ネコでは，56.8～
80.8%の耐性率とネコで大腸菌よりも高い傾向にあ
る。CPFX耐性率は，イヌで 44.4～57.1%，ネコで
75.5～90%とセファロスポリン系抗菌薬同様にネコ
の大腸菌よりも高い傾向にある。Maeyamaらの
2016年の調査では，第 3世代セファロスポリン系
抗菌薬に耐性を示す K. pneumoniae はイヌで
38.1%（16/42株），ネコで 62.5%（5/8株）である１０）。
ネコでの耐性率が高値である正確な理由は不明では
あるが，いずれも供試したネコ由来株数が比較的少
数であり，継続した調査が必要であると考える。
イヌでの Klebsiella 属菌の耐性率は概ね大腸菌と
同様である。2003～2015年にイヌやネコの臨床検
体から分離した Klebsiella 属菌 103株（K. pneumo-
niae 89株，K. oxytoca 14株）の薬剤感受性調査で
は，CPFX耐性が 35.9%，CTX耐性が 34.0%であ
り，カルバペネム耐性株は認めていない１２）。
病気のイヌ・ネコでの年度ごとの耐性率の比較で
は，イヌでの CPFX耐性率を除き 2019年で最も低
くなっており，伴侶動物医療での AMR対策が進ん
でいることが一要因として考えられる。また，
JVARMでの調査を含め，カルバペネム系抗菌薬耐
性 Klebsiella 属菌も大腸菌同様に分離されていない。
したがって，伴侶動物由来 Klebsiella 属菌がヒト医
療にただちに重大な問題を引き起こす危険性は小さ
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Table　1.　 Extended-spectrum β-lactamase (ESBL) producing-enzymes detected from companion animals in 

Japan

Enterobacterales ESBL References

E. coli CTX-M-1, CTX-M-2, CTX-M-8, CTX-M-14, CTX-M-15, CTX-M-24, 

CTX-M-27, CTX-M-55, CTX-M-123, DHA-1, SHV-12

16, 43, 44)

Klebsiella spp. CTX-M-2, CTX-M-3, CTX-M-15, CTX-M-14, CTX-M-55, SHV-2, SHV-27, 

OKP-B, TEM-176

12)

Enterobacter spp． CTX-M-3, CTX-M-15, SHV-12 17)

いものの，上記で述べた ESBLやフルオロキノロ
ン系抗菌薬耐性の割合の高さは，仮にヒトへ伝播し
健康危害を与えた場合の抗菌薬選択肢を狭めること
が考えられるため，今後も注視していく必要がある。
II． 伴侶動物由来 ESBL 産生腸内細菌科細菌の特
徴
伴侶動物由来 ESBL産生腸内細菌科細菌からは
CTX-M型 β ―ラクタマーゼの検出報告が多数存在
する（Table 1）。われわれの過去の第 3世代セファ
ロスポリン耐性大腸菌を用いた調査（分離年；2005
年）では，来院犬の糞便から CTX-M-14（10.7%）お
よび CTX-M-27（5%）を検出している。一方で第 3
世代セファロスポリン耐性大腸菌の多く（39.2%）は
AmpC型の β ―ラクタマーゼである CMY-2を保有
していた１３）。また，これら第 3世代セファロスポリ
ン耐性大腸菌の多くはフルオロキノロン耐性大腸菌
にも耐性を示しており，特に CMY-2を保有するフ
ルオロキノロン耐性大腸菌 ST648が伴侶動物内で
広がっていることを明らかにした１４）。ST648はヒト
の医療現場から分離される主要なフルオロキノロン
耐性クローンである１５）。2008～2009年のわれわれの
調査でも北海道のヒトの臨床検体から分離されるフ
ルオロキノロン耐性大腸菌の 4.5%（5/112株）は
ST648であった７）。さらにヒトの臨床検体から分離
された主要フルオロキノロン耐性大腸菌は ST131
であり（約 80%），ST648は CMY-2を保有してお
らず，2005年当時の調査でも伴侶動物から ST131
は分離されなかった１３，１４）。以上の結果から，ヒトと
伴侶動物間において共通した大腸菌クローンが一部
存在するものの，両間での高頻度な伝播は起きてい
ないと考えられた。
Kawamuraらの報告では，2015年に分離された

伴侶動物由来 ESBL産生大腸菌において，CTX-M-
14（26.8%），CTX-M-15（24.4%），CTX-M-27お よ
び CTX-M-55（共に 19.5%）が主要な β ―ラクタマー

ゼであった１６）。MLST解析では，ST131が 35.7%と
最も多く，次いで ST38，ST10，ST410であると報
告している１６）。われわれの最近実施した調査でも札
幌市内の動物病院に来院した伴侶動物の糞便から高
頻度に ST131が分離されている（unpublished data）。
これらの結果から，2010年以降ではフルオロキノ
ロン耐性大腸菌 ST131を含めたヒトの臨床現場で
分離される大腸菌が ESBL産生性を保持しながら
伴侶動物にも伝播し腸管内で定着してきていること
が示唆され，ヒトと伴侶動物両間で維持されている
可能性がある。
伴侶動物由来の Klebsiella 属菌においても CTX-
M型を主体とした ESBL産生株が報告されている
（Table 1）。Haradaらの報告によると，伴侶動物由
来 ESBL産生 K. pneumoniae および K. oxytoca で
は，CTX-M-15（第 3世代セファロスポリン耐性株
の 20.0%）および CTX-M-55（17.1%）が最も多く
分離され，次に SHV-2（14.2%），CTX-M-2および
CTX-M-3（共に 5.7%）であった１２）。また，Enterobac-
ter 属菌においては，Haradaらの報告によると，
2003年から 2015年に分離した伴侶動物由来第 3世
代セファロスポリン耐性 Enterobacter 属菌（E.
cloacae および E. asburiae）では，44.4%が CTX-
M-15を保有しており，SHV-12も高頻度に保有し
ていた（38.9%）１７）。
III． 伴侶動物由来腸内細菌科細菌におけるチゲサ
イクリン（TGC）およびコリスチン（CL）の感受性
わが国では腸内細菌科細菌の多剤耐性化は幸い深
刻な状況ではないが，諸外国ではヒト医療において
多剤耐性大腸菌または K. pneumoniae などの報告
がなされている。多剤耐性腸内細菌科細菌への最終
選択薬には CLや TGCが存在する。そこでわれわ
れは，将来的に起こりえる多剤耐性化のリスクを想
定し，伴侶動物由来大腸菌および Klebsiella 属菌へ
の TGCの薬剤感受性調査を行った１８）。その結果，大
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Fig.　2.　Antimicrobial susceptibility testing of Staphylococcus pseudintermedius isolated from dogs and cats in Ja-

pan.

MPIPC, methicillin; CPFX, ciprofloxacin; EM, erythromycin; AZM, azithromycin
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腸菌においてはすべて感性（MIC＜2 mg/L）であっ
たが，Klebsiella 属菌においては，3株は TGC耐
性（2株は K. pneumoniae でMICは 4 mg/L，1株
は K. quasipneumoniae でMICは 8 mg/L）であり，
17株は低感受性（intermediate，MIC=2 mg/L）で
あった。興味深いことにこれらはすべてフルオロキ
ノロン耐性でありその半数が ESBL産生性であっ
た。また，TGC非感受性株はヒトへの病原性遺伝
子を複数保有し，65%（13/20）はヒトの臨床現場
から分離されるMLST型（ST11，ST15，ST32，
ST147，ST337，ST655，ST709，ST1043）と一致
した１９～２５）。特に一部は ST11，ST15，ST147（25%，
5/20株）といったヒト医療で問題となっている in-
ternational high-risk cloneであった１８）。以上から，
これらの伴侶動物由来 TGC非感受性 Klebsiella 属
菌が多剤耐性を獲得しヒトへ伝播した際には医療上
の問題を引き起こす可能性があるため，伴侶動物医
療での AMR対策が重要な意味をもつと考える。
また，最近，われわれはイヌおよび猫の臨床検体
からプラスミド性 CL耐性遺伝子である mcr-9 ま
たは mcr-10 保有 Enterobacter 属菌も認めてい
る２６，２７）。将来いっそう起こりえる多剤耐性化を見越

した調査や対策も今後望まれる。
IV． 伴侶動物由来 Staphylococcus 属の薬剤感受
性
ヒト医療現場ではメチシリン耐性 S. aureus

（MRSA）が市中（community acquired MRSA，CA-
MRSA）および院内感染型（hospital-acquired MRSA，
HA-MRSA）として主流である。家畜分野では家畜
関連MRSA（livestock-associated MRSA，ST398，
SCCmec IVaまたは V型）が諸外国を中心にブタ
やウシ，家禽の農場から分離されヒトへの伝播も報
告されており，わが国の家畜分野からも分離の報告
が存在する２８，２９）。一方で伴侶動物から分離される
Staphylococcus 属では S. aureus の分離は少なく，
Staphylococcus intermedius group（SIG）の S.
pseudintermedius が主要な菌種（イヌやネコの膿
皮症の原因菌）となる。
JVARMの調査によると，病気の伴侶動物から分
離される S. pseudintermedius の薬剤耐性率は，メ
チシリン（MPIPC）はイヌで 38.5～62.8%，ネコで
は 68.6～81.0%と 高 い（methicillin-resistant S.
pseudintermedius， MRSP）（Fig. 2）。また，CPFX
やマクロライド系抗菌薬のエリスロマイシン（EM）
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Fig.　3.　Antimicrobial susceptibility testing of Enterococcus faecium and E. faecalis isolated from dogs and cats in Japan.

ABPC, ampicillin; EM, erythromycin; CPFX, ciprofloxacin; VCM, vancomycin
＊ , not determined in 2017 and 2018

According to the JVARM database4)
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やアジスロマイシン（AZM）においてもイヌ・ネ
コでは 50～100%と高い値を示す。注視すべきは，
これら抗菌薬への耐性率が年々増加傾向にあること
である。加えて病気のネコから分離される S. aureus
のMPIPC耐性率も 61.9～70.0%であり，CPFX，EM，
AZMにおいても 60%以上の高い耐性率を示す。
Kawakamiらはイヌの膿皮症由来 S. pseudinter-
medius の 66.5%（113/170株）が mecA 陽性と報
告している３０）。また，伴侶動物の血液培養からは S.
pseudintermedius が 含 ま れ る SIGの 検 出 率 は
11.6%であり，MPIPC耐性率は 2010～2013年の
44.4%から 2014～2016年の 69.6%に増加したとの
報告がある５）。2017～2019年において 1,858株の犬
の外耳道炎由来 S. pseudintermedius を用いた調査
では，獣医師の人数によって動物病院の規模を分類
して比較したところ，小規模な小動物病院に比較し
大規模な病院ではMPIPCの耐性率が有意に高かっ
た（30.9% vs 55.4%）３１）。大規模な動物病院では二次
診療施設として再発などの難治性症例に対して高度
医療を提供する側面があり，来院するこれらの症例
ではより抗菌薬治療歴が多い動物を扱っていること
がその要因にあると考えられる。
ヒトの臨床現場において S. pseudintermedius の
分離報告はきわめて少ないが，過去にイヌによる咬
傷，副鼻腔炎や肺炎，健常者での保菌などの報告が

ある３２）。Nomotoらは，腹膜偽粘液腫の手術後，完
全埋め込み型の静脈ポート（TIVAP）から中心静
脈栄養を受けていた男性患者の血液培養，飼育され
ていたイヌの口，鼻，皮膚から S. pseudintermedius
が分離されたという事例を報告している３３）。また，
Kitagawaらによると，イヌを飼育している肝細胞
癌患者のポートに由来したカテーテル関連血流感染
症が疑われ，血液培養の結果MRSPが分離されて
いる３４）。
V． 伴侶動物由来腸内 Enterococcus 属の薬剤感
受性
Enterococcus 属細菌は腸内細菌科細菌同様に伴

侶動物の腸管内に常在する細菌であり，E. faecium
および E. faecalis は，イヌやネコにおいて尿路感
染症，膿皮症，外耳炎，生殖器感染症などの原因と
なる３５）。
JVARMの調査では，E. faecalis において，病気

および健康なイヌ・ネコともに ABPC耐性率はほ
ぼ 0%であり，EMおよび CPFX耐性率も健康また
は病気の動物で大きな違いは認められなかった
（Fig. 3）。E. faecalis と E. faecium の比較では，E.
faecium のほうが，ABPC，EMおよび CPFXで耐
性率が高かった。両菌種間の抗菌薬耐性率の違いは，
ヒトの医療現場から分離される E. faecalis および
E. faecium の結果と同様であり，伴侶動物医療に
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おいても E. faecium の薬剤耐性には注意が必要で
ある。なお，両菌種においてバンコマイシン（VCM）
に耐性を示す株は認められておらず，過去の報告で
も vanA や vanB などを保有する VCM耐性腸球菌
（VRE）の報告はわが国の伴侶動物からはなされて
いない３６）。
Kataokaらの報告では，抗菌薬治療を受けた伴侶

動物の糞便サンプルから Enterococcus 属を分離し
それらの薬剤感受性を調査した３７）。その結果，E. fae-
calis が 64.9%で最も多い分離率であり，次いで E.
faecium が 18.2%であった。これらの薬剤感受性で
は両菌種とも ABPC耐性率は 10%以下であった。
フルオロキノロン系抗菌薬（エンロフロキサシン）
では，E. faecalis で 10%以下であったが，E. faecium
では 35%程度と高い耐性率であった。JVARMの
データと比較すると抗菌薬治療歴のある個体の耐性
率が高いといったことは上記の結果からは認められ
ていない。伴侶動物由来 Enterococcus 属菌の薬剤
感受性調査やヒトへの伝播のリスク評価などはまだ
不明な部分が多い。JVARMを中心とした伴侶動物
由来 Enterococcus 属の薬剤耐性の動向に加え，ヒ
トと伴侶動物両間での薬剤耐性 Enterococcus 属菌
の伝播の有無に関する分子疫学的解析が望まれる。
VI． 伴侶動物医療における抗菌薬使用と薬剤耐性
菌出現の関係
これまで述べた伴侶動物由来細菌の薬剤感受性調
査から，伴侶動物医療で汎用されるフルオロキノロ
ン系やセファロスポリン系抗菌薬の耐性率が高い傾
向が認められた。一部の細菌種においては耐性率の
減少傾向も伺えるが今後の推移を注視したい。また，
ヒト医療の耐性菌感染症への治療薬として重要なカ
ルバペネム系抗菌薬への耐性（CRE）またはカル
バペネマーゼ産生性の腸内細菌科細菌（CPE）およ
び VREなどはわが国の伴侶動物からは分離されて
いない。これはおそらく伴侶動物医療でのカルバペ
ネム系抗菌薬や VCMの使用が抑えられていること
に起因していると考えられる３）。こうした伴侶動物
医療での抗菌薬使用と薬剤耐性菌の出現に関する科
学的検証はわが国ではきわめて少ないのが現状であ
るが，昨今の AMR対策の推進により，少しずつで
はあるが新たな知見が報告されてきている。
Kimuraらの報告では，術前および術後にそれぞ
れ CEZおよび CEX投与を行ったイヌの糞便から

大腸菌を分離し薬剤感受性を調査した３８）。その結果，
3頭すべてにおいてセファロスポリン系抗菌薬投与
中から CTX-M-15や CMY-4を保有する第 3世代セ
ファロスポリン耐性大腸菌が出現し，糞便中の大腸
菌の優占株となった。本結果は，セファロスポリン
系抗菌薬の使用が投与した伴侶動物の腸管内で第 3
世代セファロスポリン耐性大腸菌を選択したことを
示唆する重要な知見である３８）。また，Kuritaらの報
告では，市中の動物病院において，第 3世代セファ
ロスポリン系およびフルオロキノロン系抗菌薬の使
用を 2016年に制限したところ，2018年では 2015
年に比較しMRSPの耐性率が 41.5%から 9.3%に，
ESBL産生大腸菌の割合が 29.5%から 9.5%に減少
したことを示した３９）。これらの結果は，伴侶動物医
療で使用される抗菌薬が薬剤耐性菌の出現に大きな
影響を与えていることを示唆している。過去のわれ
われの調査でも，一次診療を担う市中の小動物病院
よりも二次診療を担う大学附属動物病院に来院する
伴侶動物のほうが高頻度に薬剤耐性大腸菌を保有し
ているとの結果を得ている。加えて大学附属動物病
院のほうが市中の小動物病院に比較し，抗菌薬使用
頻度が高いことや，フルオロキノロン系抗菌薬の高
度耐性や多剤耐性に関与する薬剤排出ポンプ
（AcrAB）が，大学附属動物病院から分離される大
腸菌株では高頻度に高発現・機能亢進していること
を見出した６，４０）。以上のことから，伴侶動物医療に
おいても抗菌薬使用頻度が高いケースでは耐性化や
多剤耐性化が進むと考えられる。
同様に，Iyoriらの報告では，2017年から 2018

年にかけて動物病院での抗菌薬使用を制限（主にフ
ルオロキノロン系抗菌薬，第 1および第 3世代セ
ファロスポリン系抗菌薬の第一選択薬での使用を制
限）した場合，イヌの外耳道炎由来 S. pseudinterme-
dius のMPIPC感受性の割合が 37.0%から 61.5%へ
と増加し，フルオロキノロン系抗菌薬の感受性の割
合も 18.5%から 28.8%に改善した３１）。また，健康な
イヌからはMRSPが分離されなかったのに対し，膿
皮症に罹患した犬の 11.4%からはMRSPが分離さ
れたとの報告も存在する４１）。つまり，伴侶動物医療
で使用される抗菌薬（特にフルオロキノロン系抗菌
薬や第 3世代セファロスポリン系抗菌薬）は，グラ
ム陰性・陽性菌問わず耐性株の出現に大きな影響を
与えていると考えられ，上記の報告はこれまでの抗
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菌薬を使用すれば耐性菌が増えるといった一般概念
を伴侶動物医療でも科学的に検証した貴重な知見で
ある。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

おわりに

伴侶動物医療により出現する薬剤耐性菌の現状に
ついて概説し，病気の伴侶動物からヒト医療上重要
な薬剤耐性菌が多く出現していることを示した。こ
れらの動物はヒトと密接な関係があり，動物を飼育
するにあたって薬剤耐性菌のヒトへの伝播を遮断す
る方策を常に考える必要がある。一方，健康な動物
から分離される細菌の耐性率は非常に低いもので
あった。したがって，伴侶動物の AMR対策として
重要なことは，動物を健康に飼育することである。
日頃の健康管理に最大限の注意を払い，規則正しい
毎日の生活を維持することである。
一方，抗菌薬の使用が必要な場合は，治療効果を
最大限にし，薬剤耐性菌の出現を最小化する抗菌薬
の慎重使用（prudent use）が世界各国で推奨され
ている。わが国では，伴侶動物医療での細菌感染症
治療および抗菌薬使用に関して 2020年，農林水産
省から「愛玩動物における抗菌薬の慎重使用の手引
き」が発行された４２）。この中では伴侶動物医療での
細菌感染症診断・薬剤感受性試験，抗菌薬の選択，
院内感染対策などが記載されている。ここでいう「慎
重使用」とは，抗菌薬が必要と認められた場合のみ
適切な抗菌薬を適切な投与方法で使用することを指
し，（1）細菌感染症の存在が明らかである，又は強
く疑われる証拠がある場合，（2）抗菌薬を使用しな
ければ症状の改善が見込めないといった両条件を満
たす場合のみ使用し，必要でない場合には投与しな
いという意味をもつ。つまり「適正使用」よりも厳
格な使用を求めるものである。これまで述べてきた
とおり，伴侶動物医療における抗菌薬使用もヒト医
療同様に適正使用に基づき行われ，さらにはそれ以
前での抗菌薬使用の必要性の検討（慎重使用）をよ
り広く普及・徹底していくことで伴侶動物医療での
薬剤耐性率の低減に繋がっていくことに期待したい。
細菌感染症への唯一の治療薬である抗菌薬の恩恵を
最大限に受けるため，One Health approachに基づ
いた伴侶動物分野での AMR対策に獣医療やヒト医
療などが協働し合い今後も力を注いでいきたいと考

える。
利益相反自己申告：申告すべきものなし。
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Companion animals, such as dogs and cats are in close contact with humans, and have been closely
deeply involved in our daily lives, ever since the first pet boom in Japan after World War II. As in human
medicine, antimicrobial agents are used in veterinary medicine to treat various bacterial infections. In par-
ticular, cephalosporins and fluoroquinolones are widely used in companion animal medicine as well as in
human clinical settings. Thus, isolation of extended-spectrum β -lactamase (ESBL) producing- and/or
fluoroquinolone-resistant Enterobacterales and methicillin-resistant Staphylococcus spp. have also been
reported from the companion animal medicine field. In the Action Plan on Antimicrobial Resistance
(AMR) (2016-2020), AMR control measures are intensively tackled in a collaborative manner from the per-
spective of the One Health Approach, which includes not only human medicine, but also veterinary medi-
cine and the environment. In this paper, we will introduce give an overview of the current status of isola-
tion of antimicrobial-resistant bacteria derived from companion animals in Japan and discuss the need to
include how companion animal medicine and companion animal derived antimicrobial-resistant bacteria
control measures should be involved in the future Action Plan on AMR.


